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第
３
回
町
議
会
定
例
会会会会会会会会会会会会会会会

一
般
会
計
予
算
を
追
加

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
９
千
６
４
４
万
５
千
円
を
追

加
し
、予
算
総
額
を
48
億
２
千
２

８
９
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
と
し
て

総
務
費
で
は
、ふ
る
さ
と
納
税
業

務
委
託
料
、公
営
塾（
詳
細
は
下
段

参
照
）開
設
運
営
経
費
、社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備

委
託
料
。民
生
費
で
は
、障
害
者
医

療
費
及
び
障
害
者
自
立
支
援
給
付

費
過
年
度
精
算
返
還
金
、認
定
こ

ど
も
園
関
連
経
費
。農
林
水
産
業

費
で
は
、産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
費
補
助
金
、畑
作
構
造
転
換
事

業
費
補
助
金
、小
規
模
災
害
復
旧

事
業
費
補
助
金
、林
道
橋
梁
定
期

点
検
業
務
委
託
料
。土
木
費
で
は
、

防
雪
柵
用
消
耗
品
費
、普
通
河
川

維
持
補
修
作
業
委
託
料
等
で
す
。

２
氏
が
一
般
質
問

一
般
質
問
は
山
崎
孝
議
員
と
浜

塚
久
好
議
員
が
行
い
、山
崎
議
員

は『
基
幹
産
業
厚
沢
部
農
業
の
潜

在
生
産
力
』な
ど
３
件
、浜
塚
議
員

は『
国
保
病
院
の
経
営
改
善
』な
ど

２
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

町
教
委
教
育
委
員
に

尾
山
君
兆
氏
を
再
任

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り

任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委
員
会

教
育
委
員
に
、社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
の
尾
山
君
兆
氏（
65
歳
・

新
町
）の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会
が
９
月
５
日

30

（水）
・
７
日

30

（水）

（金）
・

30

（水）

（金）

10
日

30

（水）

（金）

10

（月）
の

３
日
間
開
催
さ
れ
、平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
補
正
予
算

や
平
成
29
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
12
月
号
』
及
び

『
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

各
会
計
決
算
を
認
定

29
年
度
の
各
会
計
決
算
に
つ
い

て
審
議
、認
定
さ
れ
、29
年
度
健
全

化
判
断
比
率
及
び
29
年
度
公
営
企

業
会
計
に
係
る
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て
も
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

※
一
般
会
計
決
算
内
容
の
詳
細
は

４
～
５
頁
に
掲
載
し
ま
す
。

教 育 委 員
尾 山 君 兆

差 引歳 出歳 入会 計 名

12,841,593681,510,166694,351,759国民健康保険事業

76,20164,305,82664,381,847後期高齢者医療

7,362,204612,357,856619,720,060介護保険事業（保険勘定）

01,453,7001,453,700介護保険事業（介護サービス勘定）

3,296,146161,914,249165,210,395簡易水道事業

636,218279,746,735280,382,953農業集落排水事業

17,322476,873,733476,891,055国民健康保険病院事業

各特別会計決算 （単位：円）

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て
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公
営
塾
の
ね
ら
い

学
習
塾
が
な
い
過
疎
の
ま
ち
厚

沢
部
町
で
も
都
市
部
と
同
程
度
の

教
育
機
会
を
実
現
し
学
力
の
向
上

と
課
題
解
決
力
や
論
理
的
思
考
力

と
い
っ
た『
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

求
め
ら
れ
る
能
力
』
を
身
に
付
け

時
代
に
対
応
し
た
個
人
の
資
質
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
国
の
地

方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て

開
校
し
ま
す
。

初
年
度
は
厚
沢
部
中
学
校
３
年

生
を
中
心
と
し
た
町
内
中
学
生
を

対
象
に
し
ま
す
が
、将
来
的
に
は
、

江
差
高
校
に
通
学
す
る
町
内
在
住

の
高
校
生
に
拡
大
す
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、場
所

は
、
ゆ
い
ま
～
る
厚
沢
部（
新
町
）

２
階
事
務
室
を
間
借
り
し
ま
す
。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

入
塾
時
に
個
別
面
談
を
実
施
し

本
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
て
個
別
指
導

を
行
う
と
と
も
に
家
庭
学
習
を
支

え
る
こ
と
を
基
盤
と
し
た
学
習
指

導
を
行
い
ま
す
。ま
た
、課
題
解
決

能
力
等
の
ス
キ
ル
を
育
成
す
る
た

め
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
主
体
的
・
対
話
的
に
行
う
能
動
的

学
習
法
の
総
称
）を
実
施
し
ま
す
。

厚
沢
部
町
公
営
塾

10
月
１
日
開
校

町
で
は
、『
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
』政
策
の
一
環
と
し
て
、町
内
中

学
生
を
対
象
と
し
た
厚
沢
部
町
公
営
塾
を
10
月
1
日

10

（月）
に
開
校
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
公
営
塾
の
概
要
を
紹
介
し
来
月
号
で
詳
細
を
説
明
し
ま
す
。

Vol.
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10月1
日より

（１）一般旅券発給申請書 １通

◇申請書は役場総務政策課窓口に備え付けています。

また、10月1日よりダウンロード申請書が使用できま

す。ダウンロード申請書は外務省HPで入手できます。

◇申請書は『５年有効パスポート申請用』と『10年有効

パスポート申請用』の２種類があります。

注）20歳未満の方は５年有効パスポートしか申請できま

せん。

（２）戸籍謄本または抄本 １通

◇申請日前６カ月以内に発行されたもの

（３）写真 １枚

◇縦45mm×横35mmの縁なしで無背景（無地で淡い色）の

写真

◇申請日前６カ月以内に撮影されたもの

◇正面を向き無帽で頭頂から顎までが34±２mmである

など申請書に記載されている規格を満たしているこ

とが必要です。

◇写真の裏面には申請者の氏名を（表面に文字が浮か

び出ないよう筆圧に注意して）記入してください。

注）記入の際は表面にインクがにじまないように、また

凸凹が出ないようにご注意ください。

（４）本人確認書類（原本に限る）

◇運転免許証やマイナンバーカード（通知カード不可）

は１点で受け付けますが、健康保険証は年金手帳など

２点以上の確認書類の提示が必要となります。

（５）前回取得したパスポート

◇有効な旅券をお持ちの方は有効旅券を提出しないと

申請できません。

◇失効している場合も確認のためにお持ちください。

失効旅券がお手元になければその旨申し出ください。

（残存有効期間が１年以上ある場合は申請不可）

（６）印鑑（認印で可・シャチハタ不可）

☆問合せ先☆総務政策課総務係（TEL：64‐3311）

① 申請する（申請時に必要なもの）

パパスポーパスポートト（（旅券旅券））のの申請・受申請・受領領がが役場役場でで可能可能にに！！
パスポート（旅券）の申請及び受領については厚沢部町にお住まいの方々の利便性を高めるため

10月1日より北海道から権限移譲を受け、『厚沢部町役場総務政策課窓口』で可能となります。

パスポートの申請及び受領ができる方は、『厚沢部町に住民登録がある方』『厚沢部町に住民登録

はないものの単身赴任等で厚沢部町にお住まいの方（居所申請）』です。

権限移譲に伴い10月1日以降は、これまでの檜山振興局では申請できませんのでご注意ください。

▲https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/
passport/download/top.html

②受領する

◆旅券受領時間 午前８時30分から午後５時15分（平日のみ）

◆受領の時に必要なもの ①引換証 ②手数料（収入印紙と証紙を購入し持参） ③認印

◆年齢に関係なく、必ず、パスポート

名義人ご本人が受領（代理受領不可）

（注）申請から２週間程度掛かります。

◆申請受付時間◆

午前８時30分から午後５時（平日のみ）

計北海道収入証紙収入印紙パスポートの種類

6,000円

2,000円

4,000円12歳未満
５年間有効

11,000円9,000円12歳以上

16,000円14,000円10年間有効
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歳入
（収入）

◆平成29年度 一般会計歳入（主なもの） 5555555555555555555511111111111111111111億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億99999999999999999999,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,555555555555555555550000000000000000000099999999999999999999万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万44444444444444444444千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千51億9,509万4千円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円総額

地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、財
政指標（健全化判断比率及び資金不足比率）の公表、判断
基準以上となった場合には、財政健全化計画等の策定が
義務付けられています。
平成29年度厚沢部町各会計の決算に基づき健全化判

断比率を算定したところ、下表のとおり、いずれの指標に
ついても早期健全化基準、財政再生基準を下回りました。

※1実質赤字額、連結実質赤字額がないため「―」で表示し、

参考として黒字の比率を（ ）内にマイナス表記します。

※2将来負担比率は、将来負担に対し充当可能財源が上回っ

ているため、指標は「―」で表示します。

●各公営企業会計（国保病院事業、簡易水道事業及び農業集

落排水事業）における「資金不足比率」については、平成29

年度決算においても資金不足を生じた企業がないため該

当ありません。

平成29年度決算に基づく健全化判断比率等公表

積立金
（財政調整基金）

実質
収支

E=C-D

翌年度

繰越財源

Ｄ

形式
収支

C=A-B

歳 出
Ｂ

歳 入
Ａ

1,35787,050087,0505,108,0445,195,094H29

39,77072,124308,128380,2524,605,6514,985,903H28

主に公共施設建設事業費の財源としての
借入金

町債 ４億4,868万２千円（8.6％）

繰入金、繰越金、財
産収入、使用料、手
数料等

町税 ４億2,377万４千円（8.2％）

国や道から使途を特定されて交付される補助金等

国・道支出金 ８億5,846万４千円（16.5％）

町民税

1億9,023万7千円(44.9％)

固定資産税

1億8,399万7千円(43.4％)

市町村たばこ税

3,303万4千円（7.8％）

軽自動車税

1,381万5千円（3.3％）

入湯税

269万1千円（0.6％）

議会の認定を受けた会計決算に

ついては、地方自治法において

公表が義務付けられています。

ここでは、第3回町議会定例会で

認定された平成29年度一般会計

決算について紹介します。

【町税（４億2,377万４千円）の内訳】

【平成29年度一般会計決算収支状況】

地方公共団体間の財政不
均衡を是正し、必要な財
源を保障するため、国か
ら地方公共団体に対して
交付される。国税のうち
所得税、法人税、酒税、消
費税の一定割合及び地方
法人税の全額が充てられ
る。

地方交付税 24億2,588万１千円（46.7％）

（単位：千円）

その他 10億3,829万３千円（20.0％）

財政再生
基準

早期健全化
基準

平成29年度
厚沢部町指 標

20.00％15.00％※1 ―％（△3.09％）①実質赤字比率健
全
化
判
断
比
率

30.00％20.00％※1 ―％（△9.38％）②連結実質赤字比率

35.00％25.00％4.7％③実質公債費比率

350.00％※2 ―％④将来負担比率

計計決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算公公公公公公公公公公公公公公決算公表表表表表表表表表表表表表表表
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一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計一般会計

歳出
（支出）

構成比決 算 額区 分

0.838,858議 会 費

27.21,389,676総 務 費

14.9759,888民 生 費

7.4380,739衛 生 費

0.0266労 働 費

11.7598,177農林水産業

1.787,878商 工 費

7.6387,170土 木 費

3.3168,604消 防 費

17.0868,480教 育 費

0.01,296災害復旧費

8.4427,012公 債 費

100.05,108,044合 計

（単位：千円、％）

◆平成29年度 一般会計歳出（主なもの） 5555555555555555555511111111111111111111億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億888888888888888888880000000000000000000044444444444444444444万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万44444444444444444444千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千51億804万4千円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円総額

【目的別歳出概要】

平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成2222222222222299999999999999年年年年年年年年年年年年年年平成29年度度度度度度度度度度度度度度度

職員等に支払われる給与、手当及び共済費や
議会議員及び各種委員に支払われる報酬等

人件費 ５億2,075万６千円（10.2％）

地方公共団体が各種の法令等に基づき、
被扶助者に対して支出する経費

扶助費 ３億4,133万９千円（6.7％）

補助金、負担金、報償費及び火災保険料等

補助費等 10億7,807万８千円（21.1％）

道路、橋りょう、学校及び公営住宅等の建設等、
行政水準の向上に直接寄与する経費（普通建設
事業費・災害復旧事業費等）

投資的経費 11億253万６千円（21.6％）

借金の元金、利子の償還金及び一時借入金
の利子の合算額

公債費 ４億2,701万２千円（8.4％）

基金に積み立てるために
支出される経費

積立金 ４億518万１千円（7.9％）

物件費、維持補修費、繰出金

その他 11億766万4千円（24.1％）

平成29年度一般会計歳入歳出決算について

平成29年度決算規模については、歳入が51億9,509万4千円、

歳出が51億804万4千円となり、差引収支8,705万円を平成30年

度へ繰り越しました。

歳入については、前年度決算額と比較して2億919万1千円

（4.2%）の増となっており、主な要因は、国庫支出金の地方創生

拠点整備交付金や総合給食センター整備事業補助金の増、道

支出金の産地パワーアップ事業補助金や畜産・酪農収益力強

化整備等事業補助金の増及び繰越金の増などです。

歳出については、前年度決算額と比較して5億239万3千円

（10.9%）の増となっており、主な要因は、総務費の生涯活躍の

まち構想拠点施設（移住体験住宅等）建設工事費の増、土木費

の除雪費の増、教育費の総合給食センター建設工事費や統合

中学校スクールバス購入費及び車庫新築工事費の増などで

す。
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神
社
例
大
祭
を
支
え
る
地
域
力

８
月
19
日
か
ら
９
月

19

16
日
に
か
け
て
地
域
の
伝
統
行
事『
神
社
例
大
祭
』が
計

19

16

14
地
区
で
開
催
さ
れ
た

神
輿
の
担
ぎ
手
、山
車
の
引
き
手
、踊
り
山
の
女
性
・・・
、多
く
の
人
々
が
神
社
例
大
祭
を
支
え
て
い
る

『
地
域
力
』

地
域
が
結
束
、住
民
同
士
が
支
え
合
う
お
互
い
様
の
気
持
ち
が
大
切

『
郷
土
愛
』

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
を
愛
す
る
心
。例
大
祭
に
は
帰
省
者
も
多
い

素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な『
地
域
力
』と『
郷
土
愛
』

神
社
例
大
祭
を
支
え
る『
地
域
力
』と『
郷
土
愛
』に
焦
点
を
当
て
た

▲黄金色の稲穂をバックに歌謡ショー。総勢80名も参加した富里の祭典は圧巻！！
▼館町の例大祭を支えた実行役員の精鋭。皆さんの地域愛が郷土愛を育みます！！

▼

あ
っ
さ
ぶ
荘
を
訪
れ
た
赤
沼
神
社
実
行
役
員
の
御
神
楽

▼

最
後
の
厚
沢
部
保
育
所
神
輿
を
笑
顔
で
支
え
た
保
育
士

7

神
輿
の
周
り

神
輿
の
周
り
にに
笑
顔
キ
ラ
リ

笑
顔
キ
ラ
リ

「
エ
ン
ヤ
ッ
！
」「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」

「
エ
ン
ヤ
ッ
！
」「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」

威
勢
の
良
い
神
輿
の
掛
け
声

神
輿
を
見
る
と
不
思
議
と
笑
顔
に
な
る

ふ
と
神
輿
の
周
り
に
向
け
た
カ
メ
ラ

神
輿
の
周
り
に
は
多
く
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
た
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▲初めはドキドキの子ども達もすぐに仲良しに。皆の笑顔に癒される～。

年年
長長
児児
合合
同同
保保

年
長
児
合
同
保
育育育

た
く
さ
ん
の
経

た
く
さ
ん
の
経
験験

ひ
と
ま
わ
り
成

ひ
と
ま
わ
り
成
長長

８
月
23
日
23

（木）
、今
年
で
最
後
と
な
る『
町
内
３
保
育
所

合
同
保
育
』が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、年
長
児

が
い
な
い
鶉
を
除
く
厚
沢
部
と
館
保
育
所
よ
り
19
名
が

参
加
し
ま
し
た
。今
年
は
初
め
て
ミ
ニ
運
動
会
を
実
施

し
た
ほ
か
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
や
プ
ー
ル
遊
び
を
行
い

お
友
達
と
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る
こ
と
や
協
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。「
厚
沢
部
保

育
所
の
名
和
樹
君
に
泳
ぎ
方
を
教
え
て
も
ら
い
泳
げ
る

よ
う
に
な
っ
た
！
」（
館
・
佐
々
木
海
晟
君
）、「
お
友
達
と

協
力
し
て
作
っ
た
カ
レ
ー
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
」

（
館
・
大
橋
勇
斗
君
）な
ど
笑
顔
で
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

つつ
つつ
じじ
会会
ココ
ーー
ララ

つ
つ
じ
会
コ
ー
ラ
ススス

ゆ
い
ま
～
る
を
慰

ゆ
い
ま
～
る
を
慰
問問

合
唱
で
笑
み
広
が

合
唱
で
笑
み
広
が
るる

９
月
２
日
（日）
、合
唱
サ
ー
ク
ル
・
つ
つ
じ
会
コ
ー
ラ
ス

（
長
原
恵
寿
代
表
）の
11
名
が
新
町
の
ゆ
い
ま
～
る
厚
沢

部
を
訪
れ
、『
君
と
い
つ
ま
で
も
』や『
翼
を
く
だ
さ
い
』、

『
故
郷
』な
ど
を
慰
問
合
唱
し
ま
し
た
。つ
つ
じ
会
コ
ー

ラ
ス
は
歌
う
こ
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
こ
と
が
好
き

な
老
若
男
女
が
集
い
22
年
以
上
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
、新
た
な
活
動
と
し
て
慰
問
合
唱
を
計
画
し
た
大

村
な
を
み
さ
ん（
緑
町
）は「
ゆ
い
ま
～
る
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
歌
い
た
く
歌
謡
曲
や
童
謡
を
中
心
に
選
曲
し
て

き
ま
し
た
」と
挨
拶
。合
唱
が
始
ま
る
と
居
住
者
の
方
々

は
笑
み
を
浮
か
べ
思
い
思
い
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

▲河川資源保護振興会が20年以上も続けている出前授業です。

鮎鮎
のの
人人
工工
授授
精精
体体

鮎
の
人
工
授
精
体
験験験

厚
小
４
年
生
が
育

厚
小
４
年
生
が
育
みみ

厚
沢
部
川
に
放
流

厚
沢
部
川
に
放
流
へへ

９
月
20
日
20

（木）
、河
川
資
源
保
護
振
興
会（
坂
本
和
晃
会

長
）の
４
名
が
厚
沢
部
小
学
校
を
訪
れ
、
４
年
生
14
名
に

鮎
の
人
工
受
精
体
験
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
坂
本
会
長

が「
メ
ス
の
ヒ
レ
の
形
は
三
角
形
な
ん
だ
け
ど
ど
う
し

て
だ
と
思
う
？
」と
尋
ね
る
と
、「
卵
を
産
む
た
め
！
」と

児
童
は
即
答
。「
正
解
！
川
底
の
深
さ
を
確
認
す
る
た
め

に
先
が
と
が
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」と
教
え
る
と
、「
そ
ん

な
意
味
が
あ
る
ん
だ
」
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
塚
本
尚

輝
君
は「
綺
麗
な
黄
色
の
卵
が
た
く
さ
ん
搾
れ
た
。多
く

ふ
化
し
て
欲
し
い
の
で
大
切
に
育
て
ま
す
」と
語
り
ま

し
た
。ふ
化
し
た
仔
魚
は
厚
沢
部
川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

▲毎週火曜日、午後７時から９時まで図書館ホールで練習しています。
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ち
び
っ
子
消
防

ち
び
っ
子
消
防
士士

救
助
、
救
急
、
放
水

救
助
、
救
急
、
放
水
等等

多
く
の
体
験
に
挑

多
く
の
体
験
に
挑
戦戦

９
月
２
日
（日）
、第
３
回
消
防
フ
ェ
ア〔
厚
沢
部
消
防
署

主
催
、赤
沼
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ（
木
口
厚
子
会
長
）・
危

険
物
安
全
協
会（
佐
々
木
俊
司
会
長
）協
賛
〕が
同
署
前

で
行
わ
れ
、親
子
連
れ
や
小
学
生
な
ど
136
名
が
参
加
し

ま
し
た
。消
防
フ
ェ
ア
は
様
々
な
体
験
や
署
員
と
の
交

流
を
通
し
て
防
火
や
防
災
の
大
切
さ
な
ど
を
感
じ
て
も

ら
お
う
と
企
画
さ
れ
、救
急
や
救
助（
ロ
ー
プ
渡
過
）、放

水
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。フ
ェ
ア
の
最
後
に
は

北
海
道
消
防
操
法
訓
練
大
会（
７
月
20
日
・
江
別
市
）で

優
良
賞
に
輝
い
た
厚
沢
部
町
消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ

車
操
法
も
披
露
さ
れ
、大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵 ななななななななななな 過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎 ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのまちののののののののののの ああああああああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみみみみみみみあゆみ

愛愛
知
学
院
大
学

愛
知
学
院
大
学
生生

学
生
学
生
がが
町
で
学

町
で
学
びび

町
が
学
生
か
ら
学

町
が
学
生
か
ら
学
ぶぶ

９
月
５
日
（水）
か
ら

（水）

11
日

（水）

11

（火）
ま
で
の
７
日
間
、愛
知
学

院
大
学（
名
古
屋
市
）の
学
生
５
名
が
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
ス
タ
デ
ィ（
滞
在
型
教
育
交
流
）事
業
で
当
町
を
訪
れ

３
軒
の
農
家
宅
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
厚
沢
部

町
の
農
業
や
農
作
物
、地
域
文
化
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

今
年
は
滞
在
２
日
目
の
明
け
方
に
発
生
し
た
胆
振
東
部

地
震
に
伴
う
停
電
の
影
響
を
受
け
、あ
っ
さ
ぶ
子
ど
も

大
学
等
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。大
学
生
は「
停
電
で
も

多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
不
安
は
な
か
っ
た
。厚
沢
部
は

地
域
住
民
の
つ
な
が
り
が
強
く
過
疎
の
ま
ち
の
良
さ
を

実
感
し
ま
し
た
」と
述
べ
ま
し
た
。（
関
連
記
事
最
終
頁
）

▲「新たなことを行うにはリスクがあるが一歩踏み出す考動が大切」と。

新
時
代
を
生
き
抜

新
時
代
を
生
き
抜
くく

青
少
年
の
人
材
育

青
少
年
の
人
材
育
成成

骨
太
の
学
力
向
上

骨
太
の
学
力
向
上
をを

９
月
23
日
23

（日）
、第
２
回
文
化
講
演
会（
町
教
委
主
催
）

が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、教
職
員
や
一
般

住
民
ら
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
回
は
厚
沢
部
町
公

営
塾
を
運
営
サ
ポ
ー
ト
す
る
㈱
プ
リ
マ
ぺ
ン
ギ
ー
ノ
代

表
取
締
役
・
藤
岡
慎
二
氏
を
招
き
、「
教
育
を
通
じ
た
町

の
活
性
化
～
地
域
活
性
化
の
担
い
手
育
成
～
」と
題
し

教
育
と
ま
ち
づ
く
り
の
密
接
な
関
係
や
地
域
人
材
を
育

む
方
策
等
を
考
え
ま
し
た
。藤
岡
氏
は「
厚
沢
部
町
な
ら

で
は
の
資
源
や
特
徴
を
見
つ
け
差
別
化
し
持
続
可
能
な

地
域
と
し
て
自
立
さ
せ
る
た
め
に
地
域
外
へ
発
信
で
き

る
人
材
の
育
成
が
重
要
」
と
熱
い
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

▲学生は今後、厚沢部町の魅力や農産品を名古屋でＰＲしてくれます。

▲ちびっ子消防士！ふたり力を合わせて消火に成功！
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ね
ん
き
ん
講
座
講
座

一
部
免
除
の
際
は
残
り
の
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に
！

あ
っ
さ
ぶ
のの
昔
のの
話
題題

イ
ヤ
シ
ナ
イ
温
泉
と
久
須
志
神
社

江
戸
時
代
か
ら
秘
湯
と
し
て
知

ら
れ
る
イ
ヤ
シ
ナ
イ
温
泉
は
、松

浦
武
四
郎
が「
功
能
は
な
は
だ
多

し
」と
書
き
記
し
た
よ
う
に
、温
泉

効
果
は
抜
群
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

具
体
的
な
効
能
と
し
て
は「
痰

疾
に
よ
ろ
し
」と
あ
る
こ
と
か
ら

呼
吸
器
系
の
病
気
に
効
能
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

イ
ヤ
シ
ナ
イ
温
泉
に
は『
久
須

志
神
社
』と
い
う
神
社
が
併
設
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す（『
久
須
志
』

と
は『
薬
師
』の
こ
と
で
し
ょ
う
）。

久
須
志
神
社
の
薬
師
如
来
像
が

字
上
里
の
佐
藤
厚
子
さ
ん
宅
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
薬
師
像
は
明
治
34
年
に
乙

部
の
方
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
こ

と
が
裏
書
き
に
よ
っ
て
わ
か
り
ま

す
。想
像
で
す
が
、イ
ヤ
シ
ナ
イ
温

泉
で
病
気
を
治
す
こ
と
が
で
き
た

方
が
こ
の
像
を
寄
贈
し
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
・・・
。

【
介
護
保
険
係
長

石
井

淳
平
】

▲久須志神社に祀られていたという薬師如来像。
地面からお湯が湧き出ることだけでも不思議なことです
が、それだけでなく、人の体まで治すことはまさに仏様の
力と思えたのでしょう。

◎
保
険
料
の
一
部
免
除

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、本

人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の
所

得（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請

す
る
場
合
は
前
々
年
の
所
得
）が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、申
請

し
て
承
認
さ
れ
る
と
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、免
除
さ
れ
る
保
険

料
額
に
は
、『
全
額
』『
４
分
の
３
』

『
半
額
』『
４
分
の
１
』の
４
段
階
が

あ
り
ま
す
。こ
の
う
ち
、『
４
分
の

３
免
除
』『
半
額
免
除
』『
４
分
の
１

免
除
』は
納
付
す
べ
き
保
険
料
の

一
部
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

一
部
免
除
と
い
い
ま
す
。

こ
の
一
部
免
除
を
受
け
た
保
険

料
の
残
り
の
保
険
料
、つ
ま
り
、免

除
を
受
け
て
い
な
い
保
険
料
は
、

必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ
の
保
険
料
の
納
付
を
怠
る

と
、免
除
が
承
認
さ
れ
て
も
保
険

料
未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
保
険
料
の
納
期
限

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
納
期

限
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料

は
、翌
月
末
日
ま
で
に
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、２
年
を
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
た

場
合
で
も
、
残
り
の
免
除
さ
れ
て

い
な
い
保
険
料
に
つ
い
て
は
、こ

の
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

☆
ご
不
明
な
点
は
、保
健
福
祉
課

住
民
年
金
係
へ☎

６
４
‐
３
３
１
３

農
用
賃
料
金
６
，
６
８
０
円
に

最
低
賃
金
法
に
基
づ
い
て
定
め

ら
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
10
月

１
日
よ
り
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
定
に
よ
り『
平
成
30
年

度
厚
沢
部
町
農
用
賃
料
金
』に
定

め
る
協
定
額（
日
給
６
，４
８
０

円
）
が
最
低
賃
金
を
下
回
る
た
め
、

今
後
の
農
作
業
従
事
者
の
日
給
額

に
つ
い
て
は
改
定
後
の
最
低
賃
金

※
実
働
８
時
間
と
し
た
場
合

８
３
５
円
×
８
時
間
＝

６
，６
８
０
円

以
上
を
順
守
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、

お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会

だ
よ
だ
よ
りり

▲改定前より25円の増額
100Vol.
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活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

い
も
掘
り
体
験
農
園
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

９
月
１
・
２
日
、当
セ
ン
タ
ー
圃

場
に
お
い
て
、『
い
も
掘
り
体
験
農

園
』を
開
催
し
、町
内
外
か
ら
多
く

の
お
客
様
が
収
穫
体
験
に
訪
れ
ま

し
た
。

２
日
前
か
ら
雨
が
続
き
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、両
日
と
も

朝
か
ら
爽
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ

絶
好
の
い
も
掘
り
日
和
と
な
り
ま

し
た
。参
加
者
の
方
々
は
リ
ピ
ー

タ
ー
の
方
が
多
く
、手
慣
れ
た
手

つ
き
で
次
々
と
収
穫
す
る
方
や
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
家
族
で

ゆ
っ
く
り
収
穫
す
る
方
な
ど
、そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
い
も
掘
り
を

楽
し
ま
れ
て
い
た
様
子
で
し
た
。

た
だ
…
、い
も
の
生
育
状
況
は

お
世
辞
に
も
良
い
と
は
言
え
ず
、

今
年
の
異
常
と
も
言
え
る
天
候
不

順
の
た
め
小
粒
な
サ
イ
ズ
の
い
も

が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
の
中
に
は
、「
今

年
の
い
も
は
め
ん
こ
い
大
き
さ
ば

か
り
だ
ね
ぇ
…
」と
少
し
残
念
そ

う
な
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、今

年
の
体
験
を
通
じ
て
、参
加
者
の

方
々
に
は
作
物
の
生
育
は
天
候
状

況
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
も
掘
り
体
験
農
園
は
来
年
も

９
月
上
旬
に
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
、た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
農
業
振
興
係

堂
下

貴
宏
】

９
月
６
日
、北
海
道
で
大
き
な

地
震
が
あ
り
、そ
の
影
響
で
北
海

道
全
域
が
停
電
し
ま
し
た
。実
際

に
自
分
自
身
が
被
災
し
て
み
る

と
、日
頃
か
ら
の
備
え（
懐
中
電
灯

や
水
、非
常
食
な
ど
の
防
災
グ
ッ

ズ
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
、車
の

ガ
ソ
リ
ン
を
常
に
十
分
な
状
態
に

し
て
お
く
こ
と
な
ど
）が
大
切
な

の
だ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

災
害
に
遭
う
と
、そ
れ
ま
で
問

題
な
く
で
き
て
い
た
住
宅
ロ
ー
ン

な
ど
の
返
済
が
困
難
に
な
っ
た
り

新
た
に
住
宅
を
建
設
す
る
際
の

ロ
ー
ン
が
組
め
な
く
な
っ
た
り
す

る
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。そ
の
他
、被
災
し
た

こ
と
に
よ
り
様
々
な
法
律
問
題
に

直
面
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、北
海

道
弁
護
士
連
合
会
や
函
館
弁
護
士

会
が
、災
害
発
生
後
、そ
う
い
っ
た

ケ
ー
ス
へ
の
対
応
を
検
討
し
、電

話
相
談
や
巡
回
相
談
を
実
施
す
る

な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
法
的
問
題
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す

（
弁
護
士
会
で
は
こ
の
よ
う
な
事

態
が
起
こ
っ
た
場
合
に
備
え
、
あ

ら
か
じ
め
議
論
や
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
）。

も
し
皆
さ
ん
が
、
今
後
災
害
に

遭
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
よ
う
な
問

題
に
直
面
し
た
時
は
、「
そ
う
だ
、

弁
護
士
に
相
談
し
て
み
よ
う
！
」

と
法
律
相
談
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
い
た
だ
き
、
制
度
を
利
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

法
テ
ラ
ス
江
差
で
は
、事
務
所

で
の
法
律
相
談
の
ほ
か
、条
件
を

満
た
し
た
場
合
に
は
出
張
相
談
に

も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。無
料
で

ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、ま
ず
は
お
電
話

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

★
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士

廣
田

朋
子
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

災
害
に
遭
っ
た
際
の
法
律
相
談

84

▲清々しい青空の下、いも堀り体験をする参加者

農
業
者
年
金
は
農
家
の
皆

さ
ん
が
老
後
を
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
の
年
金
で
す

加
入
要
件
は
、

①
60
歳
未
満

②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

と
な
っ
て
い
て
、
農
業
に
従
事

し
て
い
る
方
な
ら
幅
広
く
加
入
で

き
ま
す
。

保
険
料
は
２
０
，０
０
０
円
～

６
７
，０
０
０
円
の
間
で
選
択
で

き
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、要
件
を
満
た
せ
ば
保
険

料
助
成
（
政
策
支
援
）を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、左
記
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
、お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
業
者
年
金
、売
買
・
貸
借
・

相
続
な
ど
農
地
に
関
す
る
こ

と
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
緯
６
４
‐
３
３
１
４
）

農
業
者
年
金
に
加
入
を

Vol.



12

藤岡智恵

ごめんください
保健師です

342

30
年
前
と
比
較
す
る
と
、歯
を

20
本
持
っ
て
い
る
方
が
増
え
て
き

た
の
が
わ
か
り
ま
す
。た
だ
、50
代

～
60
代
で
少
し
ず
つ
減
り
始
め
、

60
代
後
半
か
ら
加
速
し
て
歯
を

失
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、80
代
に
な
る
と
３
人
に
２

人
は
自
分
の
歯
が
20
本
な
く
、総

入
れ
歯
か
部
分
入
れ
歯
で
生
活
し

て
い
る
現
状
が
み
え
て
き
ま
す
。

「
皆
さ
ん
の
歯
は
ど
う
で
す
か
？
」

歯
を
失
う
原
因
は
・・・

ほ
と
ん
ど
が
歯
周
病
で
す

実
は
40
歳
以
上
の
約
８
割
は
歯

周
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。歯
周

病
は
虫
歯
と
違
い
、自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
経
過
し
気
付
い
た
時
に

は
歯
を
保
て
な
い
状
態
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、早
速
鏡
を
見
な
が
ら
歯

ぐ
き
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

歯
周
病
は
歯
と
歯
ぐ
き
の
隙
間

（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
）に
で
き
た
歯
垢

が
原
因
で
す
。そ
の
中
に
歯
周
病

菌
が
潜
ん
で

お
り
、菌
が
出

す

毒

素

に

よ
っ
て
歯
ぐ

き
に
炎
症
が

起
こ
り
ま
す
。

『
歯
と
健
康
の
お
は
な
し
』

「
８
０
２
０
（
80
歳
で

80

20
本

自
分
の
歯
）
達
成
者
が
初
め

て
半
数
を
超
え
ま
し
た
!!
」

食
事
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め

に
は
、健
康
な
歯
は
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
す
。食
事
を
よ

く
噛
む
こ
と
で
脳
へ
の
刺
激
に
つ

な
が
り
ま
す
。ま
た
、口
か
ら
の
栄

養
は
内
臓
機
能
を
活
発
に
さ
せ
、

い
ろ
ん
な
料
理
を
味
わ
う
こ
と
で

日
々
の
楽
し
み
に
つ
な
が
り
ま

す
。30

年
前
の
調
査
で
は
、

30

80
歳
で

自
分
の
歯
が
20
本
残
っ
て
い
る
方

が
８
．２
％
で
平
均
わ
ず
か
５
本

で
し
た
。今
回
の
調
査
で
は
、20
本

残
っ
て
い
る
方
が
50
．２
％
と
半

数
を
超
え
ま
し
た
。（
下
表
参
照
）

▲8020達成者算出方法＝『70代後半』と『80代前半』の値を足して２で割る

全
身
に
影
響
を
及
ぼ
す
歯
周
病

歯
周
病
菌
は
歯
ぐ
き
の
毛
細
血

管
か
ら
全
身
に
周
り
、狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
、脳
卒
中
、糖
尿
病
の
悪

化
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
周
病
菌

を
含
ん
だ
唾
液
が
肺
に
入
る
こ
と

で
誤
嚥
性
肺
炎
の
原
因
に
も
な
り

ご
え
ん
せ
い

ま
す
。
歯
だ
け
で
は
な
く
全
身
に

影
響
及
ぼ
す
歯
周
病
。恐
ろ
し
い

で
す
ね
・・
・
。

①
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
を
重
点
的

に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
＆
フ
ロ
ス
!!

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
を
キ
レ
イ
に
す

る
た
め
に
、歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
と

歯
ぐ
き
の
境
目
を
45
度
の
角
度
で

あ
て
軽
い
力
で
小

刻
み
に
動
か
し
て

磨
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、歯
ブ
ラ
シ

が
と
ど
か
な
い
歯

間
と
歯
ぐ
き
の
間

は
フ
ロ
ス
（
糸
楊
枝
）や
歯
間
ブ
ラ

シ
を
使
い
歯
垢
を
キ
レ
イ
に
取
り

除
き
ま
し
ょ
う
。

「
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
と
フ
ロ
ス
は

歯
周
病
対
策
の
基
本
で
す
！
」

②
起
床
時
と
就
寝
前
は
口
を
す
す

ぎ
ま
し
ょ
う
!!

寝
て
い
る
間
は
唾
液
量
が
減
り

細
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
状
態
で

す
。起
床
時
は
す
ぐ
口
を
す
す
ぎ
、

就
寝
前
は
殺
菌
剤
入
り
の
デ
ン
タ

ル
リ
ン
ス
で
口
を
す
す
ぐ
こ
と
を

お
ス
ス
メ
し
ま
す
。

③
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
ょ
う
!!

□
喫
煙
は
歯
周
病
の
リ

ス
ク
を
高
め
ま
す
。

禁
煙
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

□
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
抵
抗
力

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

□
食
事
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

し
、よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ

う
。

④
歯
医
者
さ
ん
で
定
期
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
!!

歯
ぐ
き
の
腫
れ
や
出
血
な
ど
の

症
状
が
あ
る
場
合
は
我
慢
せ
ず
に

歯
医
者
さ
ん
で
診
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。ま
た
、症
状
が
な
い
場
合

で
も
歯
周
病
が
始
ま
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。定
期
的
に
歯
医

者
さ
ん
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

「
前
回
、歯
医
者
さ
ん
を
受
診
し

た
の
は
何
年
前
で
す
か
？
」

予
防
の
た
め
の
セ
ル
フ
ケ
ア

13
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お
す
す
め
図
書

胆
振
東
部
の
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
道
内
全
域
の
大
規
模
な
停
電
は
、

当
町
で
も
電
気
の
大
切
さ
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

電
子
ゲ
ー
ム
で
あ
ふ
れ
た
今
、本
の
ゲ
ー
ム
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

●
厚
沢
部
町
図
書
館
で
は
、お
探
し
の
資
料
が
貸
出
中
の
場
合
、
予
約
を

承
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、道
立
図
書
館
か
ら
の
貸
出
や
リ
ク
エ
ス
ト
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

厚
沢
部
町
図
書
館（
直
通
）☎
６
４
‐
３
４
３
６

「
な
ぞ
な
ぞ
Ｍ
Ａ
Ｘ
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
３
０
０
０
問
」

（

嵩
瀬

ひ
ろ
し

著

）

１
冊
に
な
ぞ
な
ぞ
が
３
０
０
０

問
!!学

校
な
ぞ
な
ぞ
や
食
べ
物
な
ぞ

な
ぞ
、い
じ
わ
る
な
ぞ
な
ぞ
な
ど
、

ジ
ャ
ン
ル
に
分
か
れ
て
た
く
さ
ん

の
問
題
が
、こ
れ
で
も
か
!!
と
繰
り

出
さ
れ
ま
す
。

退
屈
な
時
間
や
、ち
ょ
っ
と
し
た

頭
の
体
操
に
お
勧
め
の
１
冊
。

「
ぐ
ん
ぐ
ん
目
が
よ
く
な
る

あ
そ
ブ
ッ
ク
」

（

日
比
野

佐
和
子
・

林
田

康
隆

監
修

）

子
ど
も
の
近
視
回
復
や
予
防
に
。

遠
近
法
を
使
っ
た
迷
路
、大
小
の

イ
ラ
ス
ト
を
交
え
た
ま
ち
が
い
探

し
な
ど
、
効
果
的
な
目
の
体
操
を

ゲ
ー
ム
形
式
で
楽
し
め
る
１
冊
。

目
の
筋
肉
を
鍛
え
、視
力
の
向
上

を
促
す
遊
び
絵
本
で
す
。

も
の
づ
く
り
を
お
手
伝
い

「
金
見
庵
莉
で
す
」「
佐
藤
秀
真

で
す
」「
佐
藤
穂
乃
香
で
す
」（
以
上

４
年
生
）、「
大
和
田
直
也
で
す
」

「
船
瀬
湊
斗
で
す
」「
由
利
美
月
葉

で
す
」（
以
上
３
年
生
）。こ
の
日
の

た
め
に
手
作
り
し
た
名
刺
を
10
名

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
配
り
自
己
紹
介
。ま
だ
ま
だ
緊

張
し
た
表
情
の
６
名
で
し
た
が
、

そ
の
後
、町
民
文
化
祭
に
向
け
た

も
の
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
し

た
。「
も
う
少
し
下
に
貼
っ
た
方
が

良
い
よ
～
」と
大
き
め
の
声
で
優

し
く
話
し
か
け
る
佐
藤
穂
乃
香
さ

ん
。「
こ
こ
か
い
？
」「
う
ん
」「
い
や

～
助
か
っ
た
～
。あ
り
が
と
う
～
」

と
、無
事
作
品
が
出
来
上
が
っ
た

髙
田
キ
ク
ヱ
さ
ん（
88
歳
）は
佐
藤

さ
ん
の
手
を
握
り
な
が
ら
笑
顔
で

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

歌
を
発
表
、
手
遊
び
も

子
ど
も
達
が
歌
を
３
曲
発
表
後

「
最
後
に
童
謡『
茶
摘
み
』に
合
わ

せ
て
手
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
！
」

と
担
任
の
大
久
保
先
生
が
提
案
。

手
遊
び
が
始
ま
る
と
数
十
分
前
ま

で
の
面
持
ち
が
嘘
の
よ
う
に
最
高

の
笑
顔
で
触
れ
合
い
ま
し
た
。

多
世
代
交
流
か
ら
学
ぶ

地
域
の
高
齢
者
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
相
手
や
自
分
の
良
さ
を
知
り

そ
れ
ら
を
生
か
し
な
が
ら
社
会
に
役
立
と
う
と
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
、鶉
小
学
校（
本
谷
弘
之
校
長
）３
・
４
年
生
６
名
が
９
月
21
日
21

（金）
、

生
き
が
い
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
訪
問
。利
用
者
10
名
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

◎
役
場
人
事（
10
月
１
日
付
け
）

※（

）
内
は
前
職

○
係
長
・
主
査
職

▼
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
主
査

兼
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
係
（
農
林

商
工
課
農
業
振
興
係
主
査
兼
農
業

委
員
会
総
務
係
）
上
戸
陽
介

○
係
職

▼
総
務
政
策
課
総
務
係（
教
育
委

員
会
学
校
教
育
係
兼
総
合
給
食
セ

ン
タ
ー
係
）上
條
公
大
▼
農
林
商

工
課
林
業
振
興
係
兼
農
業
委
員
会

総
務
係（
農
林
商
工
課
林
業
振
興

係
兼
農
業
振
興
係
）荒
木
敬
仁
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【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

ブロッコリーはビタミンＣが豊富!!

疲労回復や風邪予防に適した食材で、

脂溶性ビタミンも豊富に含まれ、油

と一緒に調理し摂取することで体内

への吸収もよく効率よい一品です。

【材料】（２人分）

●むきえび 100ｇ

●ブロッコリー １／２株

Ａ卵 １／２個

Ａ薄力粉 １／３カップ

Ａ塩 少々

・揚げ油 適量

・塩 少々

【作り方】

①エビは背ワタをとり、ブロッコリーは

小さめの一口大に切る。

②ボウルに①とＡを入れて混ぜ合わせ、

水50ｃｃを少しずつ加える。

③170℃の揚げ油に②をスプーンで入れ

カリッと揚がったら完成！

エネルギー 258kcal

塩分 0.7g

食生活
改 善
協議会

今月の簡単レシピ

ええええええええええびびびびびびびびびびえびととととととととととと
ブブブブブブブブブブロロロロロロロロロロッッッッッッッッッッココココココココココリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーブロッコリーののののののののののの

かかかかかかかかかかきききききききききき揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚かき揚げげげげげげげげげげげ

食改さんのコメン
ト

子
育
て
を
も
っ
と
楽
し
く
！

も
っ
と
豊
か
に
！

６

今月の遊びは、『新聞紙』を使った簡単な遊びを紹介します。
お父さんお母さんはお子さんと、おじいちゃんおばあちゃんはお孫さんと遊んでみましょう！！

①お父さんお母さん、おじいちゃんおばあちゃんと向かい合い別々の新聞紙の上に乗りましょう。

②向かい合ってじゃんけんぽん！

③じゃんけんに勝ったら新聞紙はそのまま、負けたら半分に折りましょう。

「負けたらどんどん小さくなるよ～」

④じゃんけんを繰り返し新聞紙に乗れなくなって地面に足が着いたら負けです！

子育ての悩みや相談等ありましたら、いつでも保健師・栄養士に連絡（℡：64-3319）してくださ

※１対１ではなくパパチームやママチームに分かれて

勝負しても楽しいね！

最初は手をつないで。新聞紙が小さくなってきたら…

抱っこやおんぶ、足の上にも乗っちゃおう！

どうやったら勝てるかな？「作戦会議だ！」

「家の中で対戦をすることは滅多にないと思います。

家族全員で遊ぶことは、とても貴重な時間です！！

どうやって乗ればバランスを保っていられるか考え

る機会にもなり勝ち負けを学ぶ機会にもなりますね」

寛

感

幹

慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患Vol.
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診 療 日診 療 科

午前 月～金曜日（午前11時迄の受付）整 形 外 科

午前 月～金曜日
午後 月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前10時迄受付 9日（再診完全予約制）
午前11時迄受付 1.15.29日（再診完全予約制）
午前11時30分迄受付 金曜日（再診のみ）
午後 水曜日

消 化 器 内 科

午前 金曜日
午後 木曜日

呼 吸 器 内 科

午前 月～木曜日総合診療(内科)

午前 火～木曜日（外科は12.26日）総合診療(外科)

午前 月～金曜日（午後の受診は要相談）小 児 科

午前 月～金曜日
午後 水曜日

泌 尿 器 科

午前 月～金曜日（初診完全予約制）精 神 科

午前 月～金曜日産 婦 人 科

午前 2.3.10.11.16.17.25.30.31日
午後 10.24日耳 鼻 咽 喉 科

午前 11.25日（予約以外は10時迄に受付）
午後 3.17.24日

眼 科

午前 火曜日皮 膚 科

12.26日神 経 内 科

10月の外来診療 ★アレルギー性鼻炎のお話★
毎年決まった季節や押入れに入った時、布団を叩い

た時などにくしゃみや鼻水が続く事はありません

か？それはアレルギー性鼻炎なのかもしれません。

「アレルギーだから仕方ないです」なんて声を聞くこ

とがありますが、アレルギー性鼻炎をなめてはいけ

ないですよ。

①鼻炎だけの話に留まらない

アレルギー性鼻炎があると気管支喘息を発症するリス

クが高まることがわかってきました。また、気管支喘息を

既に発症している場合、鼻炎のコントロールが悪いと喘

息発作を起こす可能性がとても高まります。

②生活の質を落とす

鼻かみや鼻すすり、くしゃみ、睡眠の質の低下により、

仕事や勉強、運動、発達に悪影響を及ぼします。長くアレ

ルギー性鼻炎を患っている方は症状があることが普通に

なっており、この悪影響を自覚せずに過ごしている事が

よくあります（私もそうでした）。

③根治治療ができる

これまで症状を軽減させる薬しかなかったのですが、

アレルゲン免疫療法が標準治療として認められ、根治さ

せる事ができるようになりました。副作用の頻度は多く、

数年間の継続治療が必須です。「ダニ舌下免疫療法相談

施設」で検索でき、道南では４病院６医院が対応しており

道立江差病院（小児科）も入っています。

【小児科医長 野上和剛】

平成30年度の国の制度改正に合わせ

て、10月1日から午後8時以降の受診は、

原則、入院としています。緊急性がない

場合は受付時間（午前8時30分～11時30

分、午後1時30分～3時）に受診いただく

ようご協力をお願いいたします。

なお、不安な場合にはお電話で相談し

てください。
※受付時間外に受診された

場合、検査ができません。※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

ますので、お問い合わせください。

1111111111111111111100000000000000000000月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら10月からののののののののののののののののののののの
『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制『夜間救急外来診療体制』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』

午前・・・ 8時30分～11時30分
午後・・・13時30分～15時00分

受 付
時 間

10月の外来診療

診 療 日診 療 科

月～金曜日（祝祭日は休診）
内 科

外 科

２日（火）・３日（水）

16日（火）・17日（水）
眼 科

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診の方は9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

★★★★★『看護師・助産師』職員募集のお知らせ★★★★★
看護師・助産師の正規・臨時職員を募集しています。子育て等で仕事から少し離れていて
そろそろ復職しようと思っている方、ぜひ働いてみませんか？病院見学も可能ですので、
まずは電話でお問い合わせください。〔問合せ先：TEL52-0036（内線202）総看護師長 廣野〕
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樺
樺
樺
樺
樺

（
受
付
時
間

9
時
～
17
時
）

電話番号病 院 名当番日

52-0036道立江差病院10月27日（日）

52-1366勤医協江差診療所28日（祝）

52-1070佐々木病院14日（日）

52-0036道立江差病院21日（日）

55-2017上ノ国診療所28日（日）

64‐3036厚沢部町国保病院
11月23日（祝）

67-2856（ドラッグストアまるや）

52-0036道立江差病院4日（日）

直
近
の
休
日
当
番
医

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

★
申
込
先

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
‐
０
１
６
０

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

実
施
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

厚
沢
部
町
役
場
で
は
、秋
の
行

政
相
談
週
間
に
ち
な
み
、『
特
設
行

政
相
談
所
』を
開
設
し
ま
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、国
の

機
関
や
特
殊
法
な
ど
が
行
っ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ

と
納
得
で
き
な
い
こ
と
な
ど
意
見

を
お
持
ち
の
方
は
、左
記
の
行
政

相
談
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

【
特
設
行
政
相
談
所
】

◆
日
程

10
月
10

19
日

10

19

（金）

◆
時
間

10
時
～

10

15
時

◆
場
所

役
場（
第
２
会
議
室
）

◆
行
政
相
談
委
員

替
地

薫
さ
ん（
赤
沼
町
）

☎
６
４
‐
３
９
６
１

◆
相
談
内
容

年
金
、医
療
保
険
、社
会
福
祉
、

交
通
安
全
、雇
用
、登
記
、道
路
、

河
川
、郵
便
、役
所
の
窓
口
サ
ー

ビ
ス
等

◆
問
合
せ

総
務
政
策
課
住
民
運

動
係（☎
６
４
‐
３
３
１
１
）

10
月
10

15
日
～

10

15

21
日
は
、

秋
の『
行
政
相
談
週
間
』で
す
。

申込締切受講料時 間日 程住民講座・職業訓練名

10月02日（火）

各2,000円13：00～15：00

10月13日（水）

フラダンス教室

10月16日（火）10月17日（水）

10月12日（金）6,000円18：30～20：30
10月23日（火）
～26日（金）

パソコン初心者講習

行

１１
＆ 事

お

知
ら
せ

１０
＆

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

平
成
29
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約

47
万
件
、死
傷
者
数
は
約

47

58
万
人

と
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る

極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。交
通
事
故
は
車
社
会
の
負

の
部
分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ

て
も
加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な

結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

自
賠
責
保
険
や
共
済
は
加
害
者

の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で

被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
証

し
被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
す
る

制
度
で
す
。
自
賠
責
制
度
の
役
割

や
重
要
性
、保
険
金
や
共
済
金
の

仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
・
認
識
す

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

「
自
賠
責
保
険
や
共
済
な
し
で

の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
！
」

自
賠
責
保
険
や
共
済
は
、
自
動

車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、

原
動
機
付
き
自
転
車
を
含
む
全
て

の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
自
賠
責
保
険
や
共
済

な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令
違

反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

自
賠
責
保
険
や
共
済
が

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
！

建
設
業
退
職
金
共
済（
建
退
共
）

制
度
は
、中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中

小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、事
業
主
（
建
設
業

を
営
む
方
）が
労
働
者（
建
設
業
の

現
場
で
働
く
方
）の
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
金（
日
額
３
１
０
円
）

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界

で
働
く
こ
と
を
辞
め
た
時
に
建
退

共
が
退
職
金
を
支
払
い
ま
す
。

①
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
、

申
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

②
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

③
掛
金
の
一
部
は
国
が
助
成
。

④
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、個
人
で
は

必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
税
法

上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

⑤
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

◆
問
合
せ

建
退
共
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
‐
２
６
１
‐
６
１
８
６
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☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆

10月27日（土）は休日のため施設へのゴミの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）】

10月＆11月の行事＆お知らせ ―

戸 籍 の 窓
（9月21日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（＋2）2,2861,2041,0821,150下地区

（＋1）679351328337鶉地区

（±0）943498445455館地区

（＋3）3,9082,0531,8551,942全 町

平成30年8月末日現在

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

253件今月の寄附件数

3,295千円今月の寄附金額

2,329件
平成30年度
寄附件数累計

17,835千円
平成30年度
寄付金額累計

1,320千円前年度寄付金額

（9月21日届出分まで）

※外国人住民を含む

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日２７３１連続

平成30年9月21日現在

樺
樺

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
か
え
て

新
町
・
川
口
英
子
さ
ん
か
ら

１
０
０
，０
０
０
円

☆
福
祉
活
動
に
役
立
て
て
と

赤
沼
町
・
創
明
会
（
五
十
嵐
幸
男

代
表
）か
ら

２
０
，
０
０
０
円

●
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

函
館
市
・
安
藤
栄
継
さ
ん
か
ら

１
０
０
，０
０
０
円

◎
江
差
町
文
化
会
館

☆
10
月
10

11
日

10

11

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

14
時
～

14

15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

15
時
15

45
分
～

15

45

17
時

15

45

17

45
分

☆
10
月
10

23
日

10

23

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

14
時
14

15
分
～

14

15

16
時

14

15

16

15
分

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
10
月
10

10
日

10

10

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

江
差
調
停
協
会
で
は
、次
の
と

お
り『
無
料
調
停
相
談
』を
実
施
し

ま
す
。

金
銭
や
売
買
、土
地
建
物
、サ
ラ

金
、信
販
関
係
、交
通
事
故
に
よ
る

損
害
賠
償
夫
婦
間
の
問
題
、相
続

関
係
等
の
家
庭
内
親
族
間
の
紛
争

に
つ
い
て
、調
停
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、是
非
こ
の

機
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
程

10
月
10

16
日

10

16

（火）

◆
時
間

10
時
～

10

15
時

◆
場
所

江
差
町
文
化
会
館

◆
相
談
料

無
料

◆
問
合
せ

江
差
簡
易
裁
判
所

庶
務
課（☎
５
２
‐
０
１
７
４
）

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、臨

床
心
理
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

相
談
に
応
じ
る
精
神
保
健
相
談

（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、相
談
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
10
月
10

11
日

10

11

（木）

午
前
中
迄
に
申
込
み
願
い
ま
す
。

な
お
、開
催
日
以
外
で
も
随
時

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日

程

10
月
10

16
日

10

16

（火）

◆
時

間

14
時
～

14

15
時

◆
場

所

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料

無
料

◆
問
合
せ

北
海
道
江
差
保
健
所

☎
５
２
‐
１
０
５
３

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

無
料
調
停
相
談
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
で
は
障
が

い
の
あ
る
方
の
就
職
支
援
の
た
め

企
業
と
の
面
接
や
情
報
交
換
の
場

と
し
て『
障
が
い
者
雇
用
促
進

フ
ェ
ア
２
０
１
８
』を
開
催
し
ま

す
。求
職
活
動
中
の
障
が
い
者
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、障
が
い
者
雇
用
を
お
考

え
の
事
業
主
の
皆
様
の
積
極
的
な

参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
程

10
月
10

19
日

10

19

（金）

◆
時
間

13
時
13

00
分
～

13

00

15
時

13

00

15

30
分

◆
場
所

花
び
し
ホ
テ
ル（
函
館

市
湯
川
町
１
丁
目
16
‐
16

18
）

◆
問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館

（
函
館
公
共
職
業
安
定
所
）専
門

援
助
部
門
み
ど
り
の
コ
ー
ナ
ー

☎
０
１
３
８
‐
８
８
‐
１
３
２
０

『
障
が
い
者
雇
用
促
進
フ
ェ
ア

２
０
１
８
』開
催
の
お
知
ら
せ

赤沼町 加藤満枝さん（90歳）18/25

新 町 川口 肇さん（85歳）19/31

おくやみもうしあげます

おたんじょうおめでとう！

新 町 藤 八 聖 くん 8/16
せい

（伸太郎さん＆麻衣さん）

館 町 髙 井 穂 衣ちゃん 9/15
ほ こ

（秀次さん＆礼恵さん）

赤沼町 増 田 健 伸 くん 9/10
けんしん

（聡さん＆美穂子さん）

館 町 細 畑 有 志 くん 9/11
ゆうし

（利典さん＆有英さん）

鶉 町 干 山 恋 樺ちゃん 9/13
れんか

（孝介さん＆冴加さん）
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時
と

間
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刻 む
Λ

▼『厚沢部町防災のしおり』より抜粋（防災のしおりは町ホームページに掲載）

今
回
の
経
験
を
教
訓
に
心
と
物
の
備
え
を

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
道
内
全
域
で
停
電
発
生

平成30年9月6日に発生した平成30年北海道胆振東部地震により
亡くなられた方々に謹んでお悔やみを申し上げますとともに

被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

９
月
６
日

（木）
午
前
３
時
７
分
、北
海
道
厚
真
町
を
震
源
と
す
る

Ｍ
６
．７
の
大
地
震（
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
と
命
名
）

が
発
生
し
、当
町
で
は
震
度
３
を
観
測
し
た
。こ
の
地
震
に
よ
り
苫

東
厚
真
火
力
発
電
所
で
ボ
イ
ラ
ー
管
が
破
損
し
３
基
の
う
ち
２
基

が
緊
急
停
止
。電
気
の
供
給
と
需
要
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
こ
と

か
ら
３
時
28
分
、道
内
全
域
約
２
９
５
万
戸
で
停
電
が
発
生
し
た
。

当
町
の
電
気
は
下
地
区
が
同
日
午
後
11
時
11

59
分
に
復
旧
し
、
鶉

と
館
地
区
は
翌
日
の
午
後
10
時
10

25
分
に
復
旧
。
平
常
時
に
戻
っ
た
。

当
町
の
地
震
に
よ
る
影
響
は
停
電
以
外
な
か
っ
た
も
の
の
、一
時

全
て
の
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
不
通
と
な

り
電
話
や
通
信
が
途
絶
え
る
事
態
に
。今
後
に
課
題
を
残
し
た
。

今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
、不
測
の
事
態
へ
の
備
え
を
万
全
に
！

▼

先

月

の

広

報

あ

と

が

き

で

「

私

達

の

周

り

に

は

た

く

さ

ん

の

『

当

た

り

前

』

が

存

在

し

て

い

る

。

平

穏

無

事

な

当

た

り

前

の

日

常

に

感

謝

し

ま

し

ょ

う

」

と

書

い

た

。

そ

の

数

日

後

…

、

町

内

全

域

で

ブ

ラ

ッ

ク

ア

ウ

ト

（

停

電

）

が

起

き

る

と

は

…

。

さ

ら

に

、

携

帯

電

話

や

ス

マ

ホ

の

基

地

局

も

電

気

が

途

絶

え

全

て

の

通

信

手

段

が

不

通

に

。

幸

い

に

も

、

そ

の

数

時

間

後

に

電

気

が

復

旧

し

大

き

な

ト

ラ

ブ

ル

は

回

避

し

た

が

想

定

外

の

出

来

事

に

肝

を

冷

や

し

た

。

▼

町

内

全

域

が

真

暗

闇

の

中

、

地

域

の

中

で

は

支

え

あ

い

助

け

合

い

の

光

が

輝

い

て

い

た

。

発

電

機

を

リ

ー

ス

し

た

農

家

さ

ん

は

近

隣

ご

家

族

を

招

き

食

事

を

一

緒

に

食

べ

る

な

ど

安

心

安

全

を

提

供

し

て

い

た

。

ま

た

、

他

の

農

家

さ

ん

宅

で

は

懐

中

電

灯

や

キ

ャ

ン

ド

ル

を

集

め

全

て

の

料

理

を

カ

セ

ッ

ト

コ

ン

ロ

で

調

理

し

、

暗

闇

の

中

で

も

楽

し

も

う

会

を

開

催

。

「

暗

闇

の

中

に

い

る

と

不

安

に

な

る

。

気

持

ち

だ

け

は

暗

く

な

ら

な

い

よ

う

に

と

開

催

し

た

。

普

段

か

ら

そ

の

時

そ

の

場

面

を

楽

し

も

う

と

考

え

る

性

分

だ

か

ら

」

と

話

し

て

く

れ

た

。

当

た

り

前

の

日

常

が

当

た

り

前

で

な

く

な

っ

た

時

、

ヒ

ト

は

大

概

狼

狽

え

困

難

な

状

況

か

ら

の

回

避

を

強

く

懇

願

す

る

。

し

か

し

、

こ

の

方

は

大

変

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

で

寛

容

な

方

だ

っ

た

。

▼

今

回

取

り

上

げ

た

地

域

力

。

当

た

り

前

の

日

常

で

な

い

場

面

に

こ

そ

必

要

と

な

る

重

要

な

力

な

の

だ

と

感

じ

た

。（

三

）


